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４種類のパターンでの発声の結果、モニ

ター評価者７は、バネが強い固定バンドに

薄型の振動子を取り付けたものが良いとい

う意見であったことから、再度、それを装

着していただき、メモを取りながらの発声

をしていただいた。その時の状況を写真９

２に示す。

写真９２ メモしている状況

発声しながらメモを書く動作については、

「操作しやすかった」との感想であり、ま

た、試作装置については、「今使っている電

気式人工喉頭よりわかりやすい。これから

が楽しみです」との感想であった。

例文による明瞭度については、最も明瞭

度が高かったのは、バネが弱い固定バンド

に薄型の振動子を取り付けたものと、その

状態で首を上下左右に複数回動かした後の

もので３．２点であり、最も明瞭度が低か

ったのは、バネが強い固定バンドに薄型の

振動子を取り付け、首を上下左右に複数回

動かした後のもので２．１点であった。尚、

全体平均は２．７点であった。

F-8．モニター評価者８ 男性

試験日：３月３日

従来の電気式人工喉頭の発声状況を写真

９３に、母音を発声した時の音声分析結果

を図６８に示す。

写真９３ 従来の電気式人工喉頭

図６８ 従来品の発声による音声分析

図６８の母音のパターンと試作装置の母

音のパターンを比較する。

モニター評価者８は、バネが強い固定バ

ンドに従来型の振動子および薄型の振動子

がついたものは、頸部に装着した時にきつ

くて多少苦しいとのことであったため、そ

の試験は省略した。

あ い う え
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試作したハンズフリー型人工喉頭のうち、

バネが弱い固定バンドに従来型の振動子を

取り付けた状況を写真９４に、母音を発声

した時の音声分析結果を図６９に示す。

写真９４ バネ弱－従来型振動子

図６９ バネ弱－従来型振動子の音声分析

音声分析の結果を見ると、振動子からの

音漏れなどの雑音は少ないが、首からの音

の伝達が必ずしも十分でないため音量が小

さく全体的な色が薄くなっており、母音の

パターンも見えにくい。

バネが弱い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状態で、首を上下左右に複数

回動かした後の状態を写真９５に、その状

態で母音を発声した時の音声分析結果を図

７０に示す。

写真９５ 首を複数回動かした後の状態

図７０ 首を複数回動かした後の音声分析

写真９４と写真９５を比較すると、多少

ずれているのがわかる。首を動かす前と同

様に首からの音の伝達が必ずしも十分でな

いため音量が小さく、母音のパターンも見

えにくい。

あ い う え お あ い う え お
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バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状況を写真９６に、母音を発声

した時の音声分析結果を図７１に示す。

写真９６ バネ弱－薄型振動子

図７１ バネ弱－薄型振動子の音声分析

母音によっては、多少音漏れがしている

ものがあったり、首からの音の伝達が必ず

しも十分でなかったりして、母音のパター

ンは見えにくい。

バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状態で、首を上下左右に複数回

動かした後の状態を写真９７に、その状態

で母音を発声した時の音声分析結果を図７

２に示す。

写真９７ 首を複数回動かした後の状態

図７２ 首を複数回動かした後の音声分析

写真９６と写真９７を比べると固定バン

ドごと振動子がずれているのがわかる。そ

のため雑音がとても多くなっている。

あ い う え お あ い う え お
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２種類のパターンでの発声の結果、モニ

ター評価者８は、バネが弱い固定バンドに

従来型の振動子を取り付けたものが良いと

いう意見であったことから、再度、それを

装着していただき、メモを取りながらの発

声をしていただいた。その時の状況を写真

９８に示す。

写真９８ メモしている状況

発声しながらメモを書く動作については、

「操作しやすかった」との感想であり、ま

た、試作装置については、「ちょうど音をひ

ろう（首から伝達する）良い点を見つかる

のが難しそう、つけたままの飲食はどう

か？歩行している状態で使えるか？」など

の感想・質問があった。

例文による明瞭度については、最も明瞭

度が高かったのは、バネが弱い固定バンド

に従来型の振動子を取り付けたもので２．

６点であり、最も明瞭度が低かったのは、

バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を取

り付け、首を上下左右に複数回動かした後

のもので１．３点であった。尚、全体平均

は２．２点であった。

F-9．モニター評価者９ 男性

試験日：３月２０日

従来の電気式人工喉頭の発声状況を写真

９９に、母音を発声した時の音声分析結果

を図７３に示す。

写真９９ 従来の電気式人工喉頭

図７３ 従来品の発声による音声分析

図７３の母音のパターンと試作装置の母

音のパターンを比較する。
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試作したハンズフリー型人工喉頭のうち、

バネが強い固定バンドに従来型の振動子を

取り付けた状況を写真１００に、母音を発

声した時の音声分析結果を図７４に示す。

写真１００ バネ強－従来型振動子

図７４ バネ強－従来型振動子の音声分析

音声分析結果を見ると、高い周波数帯を

除いて、従来の電気式人工喉頭の発声に近

い母音のパターンが見える。

バネが強い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状態で、首を上下左右に複数

回動かした後の状態を写真１０１に、その

状態で母音を発声した時の音声分析結果を

図７５に示す。

写真１０１ 首を複数回動かした後の状態

図７５ 首を複数回動かした後の音声分析

写真１００と写真１０１を比べると振動

子がずれているのがわかる。そのため雑音

がとても多くなっており、母音のパターン

は見えにくくなっている。
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